Y OEX

HE RECHOWTEZLS

SENEBENIZETE., SREHERHENEEFHNTE7 T4 X b, BRERTA
DHE. HEORER FBEMIC TRK ISOVWTELAEMEE LT L
BRTAE, HVE» SEMIRGFET, AN A R R/LAD 5 LWERREE
WRDTELET7—TARTT., TDFHHIE, RIELOEDLY RHREELLZLUDVWTE
Y, ZHOBOSITEOKELARL > TWET,

BRETH, BRIAOBEEL =50 IFIC,

TS, BPRREICEARILEXRATHL-TWVWEESH ?,

TERICE>T PRiky X Wd%Ih, 3 TARZCRFLAEVE L,
[FrifctnER]

CREEBETABLANAY, BLVWLDEES TN,

- SOLANICEHE T NTWV 3B,

CEONE-SE FIL, XA S TING,

ALY VLRSS TVWAEZEEREELT(NS,

CRREE, BEATERWVILICAYIRA,

CRIECIREICBIIE A B EE.

CRESEARONMIDA LRGN, BETHERTERY, THEAL TV S,
CRBRCRBPNETERATINDEA, BAIKE> TRERAI. TOAILE-TH
BREREL LR,

REFECHHICIIBENETYVIRY., —AVLY»ALLRYD TRk, 2 TEICEE
IKLTWE L, BENIRDIY TRIIIMBIZITALRKRICR>IADB WS L4,
EORRLKENHEC A, EEIHINE~ | ZARVOLEDTEIRTL .
KEEIISBNORIBBFE R D A > N— L REENP VD, W2H LY P LARVA
BToErnY$ L,

H—onbaED LR
OBEEHF—2oIL
OBFEY—I I

B, dLimENEEAIREF S !
IBEDIYEAZBREFENT o TVE
EE

CABREBRELTVZDN FoTSk
ST TAFEEBMHIETIELVTT 1,



	Momentum
	道徳　家族について考える
	今回の道徳の授業では、愛媛県新居浜市を拠点に活動するアーティスト、石村嘉成さんのお話、「僕の応援歌」を題材に「家族」について考える時間を持ちました。 石村さんは、幼い頃から動物が大好きで、周囲の支えを受けながら自分らしい表現を追い求めてきたアーティストです。その歩みは、家族との関わりや絆と深く結びついており、読む者の心に温かく響く内容となっています。 授業では、石村さんのお話をきっかけに、 「今、自分は家族にどんなことを支えてもらっているだろう？」 「自分にとって『家族』とはなにか。」そんなことを話し合いました。 【子どもたちの意見】 ・家族は食事を用意してくれたり、ほしいものを買ってくれる。 ・SOLANに通わせてくれている。 ・自分が困ったときに、支えになってくれる。 ・自分がやりたいと思っていることを応援してくれる。 ・家族とは、言語化できないほどに大切な人。 ・家族とは常に助け合える存在。 ・家族が何なのかはわからない。言葉では表現できない。でも信用している。 ・家族とは自分の生活を支えてくれる人。自分にとって家族な人は、その人にとっても自分は家族だと思う。
	感想を書く時間には教室が静まり返り、一人ひとりが自分なりの「家族」を丁寧に言葉にしていました。授業が終わると「最近は初音ミクさんと家族になった人もいるよね」とつぶやく声が聞こえ、笑顔があふれる〜！そんないつもの7年1組でした。 ※今回は釧路への交換留学中のメンバーと欠席者がいたため、いつもより少し少ない人数での授業となりました。
	サークルが始まりました！ ○陸上サークル ○音楽サークル の様子。
	現在、北海道釧路へ交換留学中！ 北海道の釧路へ交換留学へ行っています。 どんな経験をしているのか、帰ってきたらたくさん話を聞かせてほしいですね。




